
早生の「えみまる」の利用で
導入リスク低減

労働力が不足する中で、経営体の規模拡大や水張り面積の維持に活用。

環境地質本部 地質研究所

苗箱数も育苗期間も減らします！「えみまる」高密短で米作り

背 景

成 果

期待される効果

共同研究機関：上川農業試験場
（協力機関：ホクレン農業協同組合連合会、ヤンマーアグリジャパン（株）、クボタ（株））

受託研究

水稲の育苗、移植作業において、温暖化や担い手不足といった
状況変化に対応する技術が求められている。

１ ２ ３資材量、労働時間を削減 技術導入マニュアルを作成

こうみったん

目標苗形質と育苗管理法を提示

使用
苗箱数

40%

播種・箱並べ
苗積込時間

40%
80%

移植作業
時間

育苗～移植作業の
労働時間

（現地事例、慣行中苗対比）
低 導入リスク 高

高密短「えみまる」
リスクマップ

「高密短」 ：高密度播種・短期育苗の略称。
「えみまる」：高密短や直播などの省力栽培に適した早生の水稲新品種。

慣行高密短

（水稲育苗箱の播種量比較）

播種量
増加

導入リスク：生育遅延に伴う登熟温度不足による
品質・収量の低下。
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問い合わせ：中央農業試験場 電話：0123-89-2001 (代表)

農業研究本部 中央農業試験場
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